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～ 学校・家庭・地域が一体となり、地域ぐるみで子どもを育てる体制 ～ 【実践例紹介】

開西中学校 2年生 総合的な学習の時間
講師 イオン滝川店 店長 竹内 仁哉(きみとし)さん
社会人としての礼儀と夢の実現への応援ﾒｯｾｰｼﾞ

「社会人のマナー教室」
引き続き今回も、各学校が新型コロナウイルス感染症に配慮しながら、「地域とともにある学

校づくり」を進める「コミュニティ・スクール」の実践例をご紹介致します。

１０月５日(月)、滝川市立開西中学校2年生は、イオン滝川店 店長 竹内 仁哉さんを

講師にお迎えし、「社会人のﾏﾅｰ教室」を受講しました。

お話は、大きく下記の2つの内容に

に分かれていました。

竹内店長の軽快で説得力のある口調と大変

わかりやすい資料でマナー教室は進められました。

どの生徒も昨年と同様に講師をまっすぐに見つ

め、一つ一つ真剣な眼差しで話を聞いていました。

そして、大切なことを必死にメモしていました。

橋本展晴校長・松本浩幸教頭

イオン店長竹内様から、昨年より2年目
の講話をいただきました。講話内容は、

現場の様子を交えながら、働くことやマ

ナー(挨拶)の大切さはもちろんのこと、
ご自身の海外での経験や道外での勤務経

験を通して、人生における体験や挑戦す

ることの意味や価値など、グローバルな

視点から多様なメッセージと未来に向か

う子どもたちへの温かいエールをたくさ

ん感じることができました。大変素晴ら

しい講話をしていただき、心から感謝申

し上げます。ありがとうございました。

イオン店長 竹内 仁哉さん

いつも元気よく

一生懸命やっていれ

ば、自ずと道は開け

ると思います。必ず

誰かが見て応援して

います。とにかく勉

強も部活も遊びも全

力で取り組みましょ

う！

宮本真貴子先生

子どもだけでなく

大人にとってもため

になるお話でした。

日々の仕事に対する

態度などを考えるよ

いきっかけになりま

した。

滝川市立開西中学校



竹内店長の資料と授業の様子

竹内店長は、好きな事を基準に大学を選んだことや、視野を広げたドイツ生活の

経験、そして、イオンに入社し多種多様な仕事を経験し、4店目の店長として現在

に至ること、その中で学んだ職場・社会人としてのマナーの数々など、

貴重なお話をしていただきました。

このお話を通して、「やりがいのある仕事・自分を生かせる仕事ができる

よう応援していますよ。」、という熱く温かい思いが伝わってきました。

生徒の「これから、どんな活動をしていきたいですか。」という質問に、

「将来は､ SDGsのことをどれだけ深堀できるか、地球環境に貢献できるかを追求

する､ここを目指しています。」と未来に向けてのビジョンも語ってくださいました。

現状に甘んじることなく、常によりよいものを目指しながら勤務されている竹内

店長から、生徒たちは多くのことを学び、これからの生き方の指針として生かされ

ていくのではないでしょうか。竹内店長、今年も、誠にありがとうございました！

３か国語の挨拶練習 お礼の言葉

全員竹内店長に集中 大切なことをメモしている様子

竹内店長に

質問している様子

今日は、お忙しい中お話

をしていただきありがとう

ございました。今月末に宿

泊研修がありますので、今

日学んだことを生かしてい

きたいと思います。また、

普段の生活もon、offのけじ
めをつけて頑張っていきた

いと思います。

イオン北海道(株)は、
会社の利潤だけでなく、

社会や地球環境のことも

考え実践している、すば

らしい会社なんですね。

こ
の
講
座
が
、
将
来
み
な
さ
ん
が
な

り
た
い
職
業
に
就
く
ヒ
ン
ト
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。

さっそうと自転車に

乗り勤務先へと向かう

お姿、とても素敵でし

た。来年も楽しみにし

ております。




